
は
じ
め
に

こ
の
報
告
は
江
戸
の
都
市
民
は
江
戸
城
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い

う
点
に
主
な
関
心
が
あ
る

(

�)

。
こ
れ
ま
で
私
の
行
っ
て
き
た
江
戸
絵
図
研
究
は
、
小
石

川
な
ど
の
現
象
的
都
市
域
、
す
な
わ
ち
開
府
期
の
計
画
都
市
域
の
外
側
に
都
市
化
現

象
の
集
積
と
し
て
成
立
し
た
地
域
を
対
象
に
し
て
き
た

(

�)

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
杉
本
氏

の
提
示
さ
れ
た
江
戸
の
都
市
域
区
分
の
Ｄ
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る

(

杉
本
史
子

｢

江
戸
と
江
戸
城｣

図
１
・
本
号
所
収)

。
今
回
は
江
戸
絵
図
に
描
か
れ
た
城
と
そ
の

周
辺
の
計
画
的
都
市
域

(

杉
本
区
分
の
Ａ
〜
Ｂ)

の
様
相
を
把
握
し
、
こ
れ
ま
で
み

て
き
た
現
象
的
都
市
域
の
描
写
と
の
対
比
を
試
み
た
。

と
く
に
江
戸
絵
図
の
な
か
で
も
版
本
絵
図
を
用
い
て
、
以
前
と
同
様
に
そ
の
描
写

の
定
量
化
と
数
値
化
を
行
っ
て
い
る
。
史
料
は
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
の
絵
図
を

も
ち
い
た
。

版
本
絵
図
は
不
特
定
多
数
の
購
買
者
に
支
え
ら
れ
る
商
品
で
あ
り
、
現
在
の
地
図

と
よ
く
似
た
、
実
態
に
即
し
た
客
観
性
を
要
求
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
図

で
あ
る
以
上
、
そ
の
描
写
に
は

｢

絵｣

的
な
主
観
が
忍
び
込
ん
で
も
い
た
が
、
し
か

し
そ
の

｢

絵｣

＝
主
観
は
買
い
手
の
共
感
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

自
分
の
知
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
江
戸
が
描
か
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
購
買
者
は
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
生
産
量
は
落
ち
て
、
私
た
ち
の
時
代
に
伝
わ

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
版
本
絵
図
は
、
ア
ノ
ニ
マ
ス
な
消
費
者
の
志
向
と
認
識
が
、

製
作
サ
イ
ド
に
深
甚
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
、
大
衆
文
化
の
基
本
構
造
の
中
に
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
都
市
民
が
納
得
す
る
最
大
公
約
数
的
な
都
市
空
間
を
、
版

本
江
戸
絵
図
は
表
現
し
て
い
る
も
の
と
想
定
で
き
る
。
版
本
江
戸
絵
図
に
表
現
さ
れ

た
江
戸
城
の
姿
と
は
、
彼
ら
絵
図
利
用
者
た
ち
の
社
会
的
認
識
の
写
像
で
あ
る
。

本
題
に
入
る
前
に
、
江
戸
の
都
市
空
間
を
表
現
す
る
史
料
用
語
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
江
戸
に
お
い
て
は
、
開
府
当
初
か
ら
江
戸
城
を
中
心
と
す
る
同
心
円
状
の
空

間
把
握
が
行
わ
れ
て
き
た

(

�)

。
江
戸
絵
図
に
お
け
る
描
写
は
こ
の
空
間
把
握
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
。

最
も
外
縁
を
成
す
ラ
イ
ン
が

｢

朱
引｣

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
①
札
懸
場
境
筋
、

②
寺
社
方
勧
化
場
境
筋
、
③
江
戸
処
払
い
の
境
界
、
④
武
士
府
外
外
出
届
の
基
準
と

い
う
四
つ
の
境
界
機
能
が
集
積
し
て
い
た
。
朱
引
確
定
後
、
そ
の
外
側
を

｢

府
外｣

、

内
側
を

｢

府
内
・
市
中｣

と
み
な
す
よ
う
に
な
る
。
朱
引
の
内
側
に
あ
る

｢

墨
引｣

の
線
が

｢

御
仕
置
筋
ニ
可
当
町
奉
行
支
配
場
境
筋｣

で
あ
り
、
実
質
的
な
都
市
政
策

が
及
ぼ
さ
れ
る
範
囲
と
な
っ
た
。
こ
の
朱
引
と
墨
引
は
文
政
一

(

一
八
一
八)

年
に

武
士
府
外
外
出
届
に
関
し
て
目
付
の
出
し
た
伺
い
に
老
中
阿
部
正
精
が
回
答
し
た
結

果
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
担
当
部
署
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
た
把
握
を
整
合
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
同
様
の
境
界
認
識
が
生
ま
れ
、
大
き
く

外
へ
と
移
動
し
つ
つ
、
継
承
さ
れ
て
い
た
と
み
な
せ
る
。

杉
本
区
分
の
Ｄ
地
区
は
外
堀
の
外
側
で
あ
り
、
墨
引
か
ら
朱
引
に
い
た
る
区
域
を

含
め
て
、｢

堀
外
・
郭
外｣

と
呼
ば
れ
た
。
一
方
、
外
堀
の
内
側
は
す
べ
て

｢

郭
内｣

だ
が
、
う
ち
外
堀
と
内
堀
に
挟
ま
れ
た
区
域
が

｢

外
郭
・
外
曲
輪｣

と
記
さ
れ
て
い

る

(

杉
本
区
分
Ｃ)

。
内
堀
の
内
側
が

｢

内
郭
・
内
曲
輪｣

(

杉
本
区
分
Ｂ
〜
Ａ)

で

( ) 画像のなかの江戸城 (千葉)267

千

葉

正

樹

画
像
の
な
か
の
江
戸
城

版
本
江
戸
絵
図
を
中
心
に
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あ
る
。
江
戸
城
の
堀
は
複
雑
な
形
状
で
あ
る
た
め
か
、
外
郭
と
内
郭
の
区
分
に
は
曖

昧
さ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
郭
に
は
概
念
と
し
て
城
内
も
含
ま
れ
る
が
、
一
般

に
い
う
城
内
は

｢

御
城｣

と
し
て
区
分
さ
れ
た
。

１

小
石
川
地
域
か
ら
み
た
江
戸
絵
図
の
区
分
と
特
性

最
初
に
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
小
石
川
地
域
か
ら
、
江
戸
絵
図
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、

そ
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

小
石
川
地
域
は
郭
外
地
域
、
す
な
わ
ち
杉
本
区
分
の
Ｄ
に
あ
た
り
、
そ
の
な
か
で

は
内
側
の
町
奉
行
支
配
場

(

文
政
一
年
以
降
は
墨
引
内)

で
あ
っ
た
。
開
府
当
初
の

計
画
に
は
な
か
っ
た
都
市
化
現
象
の
集
積
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
現
象
的
都
市
域
で
あ

る
。
全
体
は
近
世
末
ま
で
小
石
川
村
と
し
て
把
握
さ
れ
、
明
治
期
に
な
っ
て
も
表
通

り
の
す
ぐ
裏
に
農
地
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
。

小
石
川
の
よ
う
な
墨
引
内
の
周
縁
部
に
あ
る
都
市
化
し
た
領
域
は
、
一
般
に

｢

場

末｣

と
し
て
史
料
に
記
述
さ
れ
る
。
場
末
は
、
概
し
て
多
重
・
複
系
列
の
社
会
で
あ

り
、
吉
田
伸
之
の
指
摘
す
る
分
節
構
造
が
末
端
で
交
差
し
て
い
る
よ
う
な
複
雑
な
様

相
を
見
せ
る
。
寺
社
・
武
家
屋
敷
・
町
屋
が
入
り
交
じ
る
景
観
は
場
末
で
は
普
通
に

見
ら
れ
た
。
特
に
町
屋
の
場
合
は
、
郭
内
で
は
一
般
的
な
町
人
身
分
の
も
の
の
地
権

を
主
体
と
す
る

｢

町｣

は
む
し
ろ
少
な
く
、
百
姓
身
分
の
も
の
に
地
権
の
あ
る
百
姓

町
屋
と
寺
社
支
配
の
門
前
町
が
多
く
み
ら
れ
た
。

小
石
川
で
は
寺
社
領
百
姓
町
屋
と
い
う
例
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
大
塚
上
町

の
場
合
、
小
石
川
村
の
村
支
配
を
受
け
、
農
地
を
も
つ
住
民
は
年
貢
を
負
担
し
て
い

た
。
ま
た
こ
こ
は
東
が
伝
通
院
領
、
西
が
護
国
寺
領
で
あ
っ
た
。
当
然
、
寺
社
方
の

支
配
が
お
よ
ん
で
い
て
、
年
貢
は
両
寺
院
に
納
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
徳
三

(

一
七
一
三)

年
に
は
護
国
寺
領
、
延
享
二

(

一
七
四
五)

年
に
は
伝
通
院
領
が
町

奉
行
支
配
に
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
都
市
変
化
の
要
因
は
多
様
と
な
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
絵
図
製
作
者
の
対
応
も
複
雑
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、

細
か
く
は
未
確
認
だ
が
、
場
末
帯
に
お
い
て
は
版
本
絵
図
と

『

場
末
沿
革
図
書』

と

の
間
に
武
家
屋
敷
名
や
位
置
の
食
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
宮
崎
勝
美
が
指
摘

し
て
き
た
よ
う
に
、
相
対
替
や
町
屋
敷
拝
領
な
ど
の
手
段
で
、
本
来
の
権
利
者
と
居

住
者
が
異
な
っ
て
い
た
実
態
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
論
で
は
江
戸
絵
図
に
お
け
る
小
石
川
地
域
の
面
積
・
距
離
表
現
の
数
値
的
変
化
、

空
間
形
状
の
正
確
性
、
文
字
情
報
に
代
表
さ
れ
る
情
報
量
の
変
化
を
追
い
か
け
て
み

た
。
そ
の
後
の
調
べ
を
含
め
、
現
在
、
江
戸
全
体
を
対
象
と
す
る
版
本
絵
図

(

一
般

に

｢

江
戸
大
絵
図｣

と
呼
称)

は
技
術
と
表
現
の
志
向
か
ら
次
の
六
つ
の
群
に
分
け

る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
前
論
で
は
Ａ
〜
Ｆ
を
時
期
区
分
と
し
て

捉
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
発
生
は
Ａ
〜
Ｆ
の
順
だ
が
、
終
了
時
期
に
お
い
て
重
複

す
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

Ａ
群寛

永
〜
明
暦
期
の
絵
図
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
最
初
の
版
本
江
戸
絵
図

と
さ
れ
る

『

武
州
豊
島
郡
江
戸
庄
図』

が
あ
る
が
、
こ
の
絵
図
は
加
藤
貴
に
よ
っ
て
、

出
版
は
の
ち
の
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
と
疑
義
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
と
は
い
え
、

こ
の
絵
図
を
含
め
、
当
時
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
図
は
い
く
つ
か
の
傾
向
を

共
有
し
て
い
る
。
ま
ず
、
江
戸
城
・
寺
社
・
海
浜
な
ど
を
絵
画
的
に
描
写
し
て
い
て
、

空
間
表
現
は
正
確
性
を
欠
く
。
飯
田
龍
一
・
俵
元
昭
は
測
量
を
基
準
と
し
て
い
な
い

可
能
性
が
高
い
が
、
表
現
と
し
て
優
雅
で
あ
る
と
し
、｢

寛
永
描
画
図｣

と
称
し
た

(

�)

。

後
期
は
南
北
方
向
へ
範
囲
を
広
げ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
郭
内
だ
け
を
描
写
し
て

い
て
、
小
石
川
を
は
じ
め
、
浅
草
・
品
川
・
隅
田
川
以
東
な
ど
の
周
縁
地
域
は
あ
ま

り
確
認
で
き
な
い
。
正
保
一

(

一
六
四
四)

年
の
第
二
回
国
絵
図
・
城
絵
図
作
成
に

呼
応
し
た
幕
用
図
と
考
え
ら
れ
る
手
描
絵
図
、｢

正
保
江
戸
図｣

で
は
、
隅
田
川
以

東
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
後
の
朱
引
に
匹
敵
す
る
範
囲
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
周
辺
部
に

も
武
家
屋
敷
や
寺
社
、
町
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
群
の
絵
図
は
す
で
に
成
立
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し
て
い
た
周
縁
部
の
都
市
域
を
意
図
的
に
捨
象
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

Ｂ
群

遠
近
道
印
図

｢

図
翁｣
と
自
ら
名
乗
り
、
近
世
後
期
に
ま
で
顕
著
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
絵
図
師
、

遠
近
道
印

お
ち
こ
ち
ど
う
い
ん

の
手
に
な
る
絵
図
群
で
あ
る
。
道
印
製
作
の
刊
記
は
寛
文
一
〇

(

一
六
七

〇)

年
か
ら
正
徳
四

(
一
七
一
四)

年
に
及
ぶ
が
、
そ
の
後
半
は
死
去
後
の
増
刷
か
、

ほ
か
の
絵
図
師
が
製
作
し
、
名
前
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
道
印
が
富
山
藩
医

藤
井
半
知
で
あ
る
こ
と
は
、
深
井
甚
三
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

�)

。
道
印
は
明
暦
大
火

後
の
幕
府
実
測
図
を
も
と
に
、
大
火
後
に
拡
張
し
た
周
縁
部
を
実
測
し
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
も
と
と
な
っ
た
幕
用
図
は
三
井
文
庫
の

｢

万
治
年
間
江
戸
測
量
図｣

で
は

な
い
か
と
さ
れ
、
秋
岡
武
次
郎
は
、
こ
の
絵
図
は
明
暦
大
火
後
、
兵
学
者
北
条
一
門

に
命
じ
て
行
わ
れ
た
江
戸
全
体
の
測
量
図
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
版
本
絵
図
の
世
界

で
は
、
小
石
川
地
域
は
こ
の
絵
図
群
で
は
じ
め
て
現
れ
る
。
図
１
―
１
は
の
ち
に
小

石
川
養
生
所
が
開
か
れ
る
地
区
の
様
相
で
あ
る
。
な
お
、
図
１
で
は
印
象
を
比
較
し

て
も
ら
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
か
ら
同
じ
地
区
を
選
択
し
て
い
る
。

道
印
は
刊
記
に

｢

分
間｣

、
す
な
わ
ち

｢

一
分
五
間
の
積
り｣
な
ど
の
縮
尺
を
用

い
て
い
る
点
と
、｢

分
度｣

、
道
路
な
ど
の
方
位
角
を
測
定
し
て
い
る
と
い
う
点
を
強

調
し
て
い
る
。
た
し
か
に
面
積
と
形
状
の
描
写
は
正
確
で
あ
る
。
た
だ
し
、
情
報
量

は
少
な
く
、
た
と
え
ば
寛
文
一
二
年
図
の
小
石
川
養
生
所
地
区
で
は
、
文
字
情
報
は

一
件
し
か
な
い
。
絵
画
的
な
描
写
は
排
除
さ
れ
、
全
体
に
線
と
文
字
だ
け
の
白
地
図

の
よ
う
な
様
相
と
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
群

石
川
流
宣
図

道
印
と
同
時
期
に
活
動
し
た
絵
師
、
石い
し

川か
わ

流と
も

宣の
ぶ

の
作
図
に
よ
る
。
刊
年
は
元
禄
二

(

一
六
八
九)

年
か
ら
宝
暦
八

(

一
七
五
八)

年
に
及
ぶ
が
、
道
印
同
様
、
末
期
の

絵
図
を
本
人
が
製
作
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
流
宣
は
宝
永
三

(

一

七
〇
六)

年
の

『

宝
永
江
戸
図
鑑』

に

｢

間
地
の
少
違
有
り
と
も｣

問
題
で
は
な
い

と
述
べ
、
宝
永
五

(

一
七
〇
八)

年
に
は
、
道
印
の
分
間
図
に
対
抗
し
て
、｢

道
が

分
か
る｣

と
い
う
点
か
ら
自
ら
の
絵
図
を

『

分
道
江
戸
大
絵
図』

と
名
付
け
た
。
手

彩
色
で
寺
社
な
ど
の
名
所
を
絵
画
的
に
描
写
し
て
い
る
た
め
、
端
的
に
言
っ
て
見
て

楽
し
い
絵
図
で
あ
る
。
小
石
川
地
域
で
は
小
石
川
御
殿
を
極
端
に
大
き
く
描
い
た
結

果
、
地
域
内
部
の
形
状
が
大
き
く
ゆ
が
む
。
の
ち
の
養
生
所
地
区
の
文
字
情
報
は
二

件
と
道
印
図
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

(

図
１
―
２)

。

Ｄ
群

道
印
系
分
間
図

遠
近
道
印
を

｢

江
戸
図
の
祖｣

と
称
し
、
道
印
図
を
も
と
と
す
る
改
版
を
行
っ
た

絵
図
群
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
版
元
が
参
画
し
て
お
り
、
う
ち
須
原
屋
を
版
元
と
す

る
も
の
で
は
元
禄
一
一

(

一
六
九
八)

年
か
ら
天
明
四

(

一
七
八
四)

年
ま
で
が
こ

の
グ
ル
ー
プ
と
な
る
。
最
初
の
時
期
は
道
印
本
人
の

(

あ
る
い
は
道
印
名
義
の)

絵

図
と
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
分
間
図
を
名
乗
り
、
道
印
の
流
れ
で
あ
る

と
す
る
が
、
本
家
レ
ベ
ル
の
正
確
性
は
回
復
し
て
い
な
い
。
大
き
さ
は
限
定
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
、
寺
社
な
ど
の
名
所
を
絵
画
的
に
描
写
し
て
お
り
、
こ
れ
は
流
宣
図

の
影
響
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
小
石
川
地
域
で
は
情
報
量
は
や
や
増
大
し
、
享

保
一
五

(

一
七
三
〇)

年

『

分
間
江
戸
大
絵
図』

で
は
養
生
所
地
区
の
文
字
情
報
は

八
件
と
な
っ
た

(

図
１
―
３)

。

Ｅ
群

金
丸
影
直
図

絵
図
師
金
丸
彦
五
郎
影
直
に
よ
る
須
原
屋
の
分
間
図
で
あ
る
。
明
和
八

(

一
七
七

一)

年
か
ら
安
政
六

(

一
八
五
九)

年
ま
で
、
影
直
を
絵
図
師
と
す
る
も
の
が
見
ら

れ
る
が
、
八
八
年
と
い
う
製
作
期
間
か
ら
考
え
て
、
後
半
は
別
の
人
間
の
手
に
な
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
影
直
も
道
印
図
の
改
版
と
称
し
て
お
り
、
系
譜
と
し
て
は
、
Ｄ
群

分
間
図
の
一
部
と
見
な
せ
る
が
、
実
際
は
ま
っ
た
く
新
し
い
図
で
あ
る
。
時
期
に
よ
っ

て
面
積
や
空
間
の
平
面
形
に
若
干
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
屋
敷
名
の
表
現
な

ど
に
は
、
斉
一
性
を
維
持
し
た
。
Ｄ
群
と
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
の
は
、
大
幅
に
増
大

し
た
情
報
量
で
あ
る

(

図
１
―
４)

。
天
明
八
年
図
の
場
合
、
養
生
所
地
区
の
文
字

情
報
は
七
九
件
と
、
以
前
の
一
〇
倍
以
上
に
達
し
た
。
さ
ら
に
改
版
の
た
び
に
情
報

( ) 画像のなかの江戸城 (千葉)269
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図１

版本江戸絵図の

小石川養生所地区

1-1 1690(元禄３)年 『江戸大絵図』 (Ｂ群)

1-3 1730(享保15)年 『分間江戸大絵図』 (Ｄ群)1-2 1706(宝永３)年 『宝永江戸図鑑』 (Ｃ群)

1-4 1788(天明８)年 『江戸分間大絵図』 (Ｅ群) 1-5 1845(弘化２)年 『天保改正御江戸大絵図』 (Ｆ群)
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量
が
増
大
し
て
い
く
。
一
方
、
空
間
表
現
は
そ
れ
と
反
比
例
す
る
よ
う
に
ゆ
が
み
の

度
合
い
を
増
し
て
い
る
。

Ｆ
群

高
井
蘭
山
図

Ｄ
〜
Ｅ
の
須
原
屋
を
中
心
と
す
る
分
間
図
が
後
期
江
戸
大
絵
図
の
主
流
で
あ
っ
た

が
、
天
保
一
四

(
一
八
四
三)

年
か
ら
慶
応
三

(

一
八
六
七)

年
に
か
け
て
、
高
井

蘭
山
が
出
雲
寺
と
岡
田
屋
か
ら
出
版
し
た
絵
図
群
が
存
在
す
る
。
天
保
期
の

｢

江
戸

絵
図
株
帳｣

で
出
雲
寺
の
江
戸
絵
図
出
版
参
加
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
は
元
禄
期
の
廃

版
絵
図
の
権
利
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
出
雲
寺
の
対
須
原
屋
戦
略
に
お
け

る
商
品
と
し
て
企
図
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
飯
田
・
俵
は
文
化
一
四

(

一
八

一
七)

年
の
伊
能
忠
敬

｢

江
戸
府
内
図｣
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
お
り
、
た
し
か
に
影
直
の
図
と
比
べ
る
と
、
格
段
に
精
度
が
高
い
。
一
方
、
小
石

川
地
域
を
み
て
い
く
と
、
地
名
や
屋
敷
名
に
は
誤
記
が
目
立
つ
。
弘
化
二

(

一
八
四

五)

年

『

天
保
改
正
御
江
戸
大
絵
図』

で
は
、
養
生
所
地
区
の
文
字
情
報
は
三
六
件

と
、
影
直
図
の
半
分
程
度
と
な
っ
て
い
る

(

図
１
―
５)

。

以
上
の
よ
う
な
小
石
川
地
域
に
お
け
る
版
本
江
戸
絵
図
の
面
積
表
現
の
ば
ら
つ
き

具
合
と
、
養
生
所
地
区
の
文
字
情
報
数
を
ま
と
め
た
も
の
が
図
２
の
グ
ラ
フ
で
あ
る

(

�)

。

版
本
江
戸
絵
図
は
最
小
幅
〇
・
一
五
㎜
程
度
と
い
う
線
し
か
得
ら
れ
な
い
木
版
技

術
の
限
界
と
、
持
ち
運
び
可
能
と
い
う
紙
の
大
き
さ
に
規
制
さ
れ
て
、
空
間
描
写
の

正
確
性
と
情
報
量
と
が
反
比
例
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
限
ら
れ
た
紙
面
に
、

よ
り
多
く
の
情
報
を
入
れ
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
場
所
を
広
く
と
る
必
要
が
あ
り
、

情
報
の
少
な
い
別
の
場
所
で
調
整
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
空
間
が
歪
む
。
Ｄ
の

道
印
系
分
間
図
は
よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
す
る
一
方
で
空
間
描
写
の
正
確
性
を
失

う
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
消
極
的
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
革
新
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
Ｅ

の
金
丸
影
直
は
情
報
量
を
最
優
先
さ
せ
、
空
間
を
意
図
的
に
歪
め
た
と
い
え
る
。
Ｆ

の
蘭
山
図
は
空
間
描
写
は
正
確
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
そ
れ
に
規
制
さ
れ
て
、
文
字

情
報
な
ど
を
入
れ
る
空
間
が
不
足
し
た
と
み
な
せ
る
。

( ) 画像のなかの江戸城 (千葉)271

図２ 江戸絵図小石川養生所地区の文字情報量と空間描写の歪み
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情
報
量
の
増
大
を
重
視
し
た
と
考
え
ら
れ
る
Ｄ
群
、
Ｅ
群
の
な
か
で
、
優
先
さ
れ

た
情
報
は
、
①
幹
線
道
路

(

街
道
・
往
還)

、
②
土
地
区
画
、
③
武
家
屋
敷
名
、
④

寺
社

(

名
称
・
一
部
の
外
観)

の
順
で
あ
っ
た
。
町
屋
の
情
報
は
全
体
と
し
て
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

２

江
戸
城
の
描
写

そ
れ
で
は
、
版
本
江
戸
絵
図
に
お
い
て
、
江
戸
城
の
描
写
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を

持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
３
に
代
表
的
な
六
点
を
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
は
江
戸

図
の
一
般
的
な
表
記
に
し
た
が
っ
て
、
西
を
上
に
し
て
い
る
。

(

Ａ
群)

明
暦
大
火
以
前
の
江
戸
絵
図
に
お
い
て
、
江
戸
城
は
き
わ
め
て
絵
画
的

か
つ
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る

(

図
３
―
１)
。
縄
張
も
模
式
化
さ
れ
て
は
い
る
が

ほ
ぼ
正
確
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
政
治
的
に
規
制
さ
れ
た
痕
跡
は
う

か
が
え
な
い
。
し
か
し
空
間
は
南
北
に
引
き
延
ば
さ
れ
た
印
象
で
あ
る
。
建
築
物
の

描
写
は
天
守
閣
に
集
中
し
て
お
り
、
櫓
・
門
な
ど
は
特
定
し
が
た
い
。｢

御
本
丸
・

西
御
丸｣

な
ど
の
主
要
区
画
の
名
称
の
ほ
か
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て
、
城
内
の

武
家
屋
敷
名
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
。

(

Ｂ
群
・
道
印
図)

道
印
の
図
は
内
郭
部
を
ほ
と
ん
ど
描
写
し
て
い
な
い
。
外
か

ら
見
え
る
建
築
物
の
描
写
も
一
切
な
く
、
中
心
部
に
大
き
い
空
白
が
現
れ
て
い
る
印

象
が
あ
る

(

図
３
―
２)

。
元
禄
三
年
図
に
お
い
て
淡
黄
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る

部
分
は
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
・
西
の
丸
・
吹
上
に
相
当
し
、
こ
の
部
分
の
外
側

の
ラ
イ
ン
上
で
は
門
が
描
写
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
側
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
た

だ
し
こ
の
図
で
は
後
の
吹
上
に
武
家
屋
敷
区
画
の
描
写
が
あ
る
。
淡
黄
色
に
塗
ら
れ

た
部
分
の
外
側
の
区
画
で
は
、
城
門
の
枡
形
の
平
面
形
を
描
写
し
て
い
る
。
半
蔵
門

か
ら
南
側
の
桜
田
堀
は
堀
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

(

Ｃ
群
・
流
宣
図)

、
流
宣
は
江
戸
城
内
部
に
精
緻
な
絵
画
的
描
写
を
行
っ
て
い
る

(

図
３
―
３)

。
視
点
は
東
側
に
あ
り
、
上
空
か
ら
俯
瞰
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
当
時
、
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
天
守
を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

破
風
の
位
置
は
寛
永
度
の
も
の
だ
が
、
小
天
守
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
五
カ
所
の
櫓

な
ど
本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
の
外
観
も
立
体
的
に
描
写
し
て
お
り
、｢

御
本
丸｣

東
北
角
の
三
重
櫓
は
二
の
丸
東
櫓
、
東
南
角
の
二
重
櫓
は
桜
田
巽
櫓
と
推
定
さ
れ
る

が
、
中
間
に
あ
る
二
重
櫓
は
特
定
で
き
な
い
。
富
士
見
櫓
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
建

築
物
の
屋
根
は
瓦
と
杉
皮
葺
を
描
き
分
け
た
と
思
わ
れ
る
。
城
内
の
樹
木
、
城
壁
の

狭
間
も
描
写
さ
れ
る
。
城
内
の
文
字
表
記
は

｢

御
本
丸
・
西
之
御
丸
・
紅
葉
山
・
五

之
御
丸｣

で
あ
る
。
一
方
、
縄
張
の
平
面
形
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
本
丸
な
ど
最
も
内

側
に
位
置
す
る
堀
も
描
写
す
る
が
、
道
灌
堀
な
ど
西
側
の
堀
に
は
霞
を
か
け
、
位
置

が
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
外
側
の
内
郭
部

(

吹
上
・
北
の
丸
お
よ
び
大
名
屋
敷
地
区
で
あ
る
杉
本
Ａ
〜

Ｂ
地
区)

は
平
面
状
の
描
写
と
な
っ
て
い
て
、
城
門
は
建
物
の
形
状
を
表
し
つ
つ
、

枡
形
を
表
現
し
て
い
る
。
特
に
半
蔵
門
は
正
確
で
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
最
深
部
の

門
の
ラ
イ
ン
は
、
北
桔
橋
・
平
川
口
・
大
手
・
内
桜
田
・
坂
下
渡
り
門
・
西
丸
大
手
・

半
蔵
の
各
門
で
あ
り
、
こ
の
線
を
境
に
城
内

(

杉
本
Ａ)

と
そ
の
他
の
内
郭
部

(

杉

本
Ａ
〜
Ｂ
地
区)

を
区
分
し
て
い
る
意
識
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
吹
上
・
北
の
丸
に

あ
た
る
空
間
で
は
、
北
の
植
溜
・
吹
上
西
門
前
・
半
蔵
門
を
結
ぶ
道
と
、
植
溜
〜
北

桔
橋
〜
西
桔
橋
外
〜
吹
上
西
門
の
道
を
描
写
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
流
宣
図
で
は
、
内
か
ら
順
に
、
絵
画
的
に
描
く
江
戸
城
最
深
部

(

本

丸
・
西
の
丸
・
二
の
丸
な
ど)

↓
平
面
形
を
描
く
城
内

(

吹
上
・
北
の
丸)

↓
平
面

形
を
主
と
す
る
大
名
屋
敷
地
区
と
い
う
内
郭
部
の
描
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た

だ
し
、
杉
本
区
分
の
Ａ
＝
役
宅
地
区
と
Ｂ
＝
そ
の
他
の
大
名
屋
敷
地
区
の
あ
い
だ
に

は
描
き
方
の
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

(

Ｄ
群
・
道
印
系
分
間
図)

本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
地
区
は
道
印
図
と
同
じ
く

何
も
描
か
な
く
な
っ
た
が
、
道
印
と
は
違
っ
て
大
き
く
葵
紋
を
描
い
て
い
る
の
で
、

空
白
と
い
う
印
象
は
薄
れ
て
い
る

(

図
３
―
４)

。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
吹
上
・
北
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( ) 画像のなかの江戸城 (千葉)273

図３

江戸絵図における

江戸城地区の描写

3-1 『武州豊嶋郡江戸庄図』 (Ａ群)

3-2 1670(寛文10)年 『新板江戸大絵図』 (Ｂ群)

3-3 1706(宝永３)年 『宝永江戸図鑑』 (Ｃ群) 3-4 1730(享保15)年 『分間江戸大絵図』 (Ｄ群)

3-5 1788(天明８)年 『分間江戸大絵図』 (Ｅ群) 3-6 1845(弘化２)年 『天保改正御江戸大絵図』 (Ｆ群)
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の
丸
で
は
竹
、
松
、
杉
と
思
わ
れ
る
植
物
を
描
写
し
、
瓦
の
タ
テ
線
・
門
扉
・
石
垣
・

し
ゃ
ち
ほ
こ
な
ど
城
門
の
外
観
も
絵
画
的
に
描
い
て
い
て
、
こ
の
点
で
は
流
宣
図
の

手
法
が
流
入
し
て
い
る
と
い
え
る
。
天
守
台
ら
し
い
四
角
い
区
画
は
外
か
ら
見
え
た

の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
場
所
よ
り
は
か
な
り
西
側
の
地
点
で
あ
る
。
さ
ら

に
宝
暦
一
四
年
図
か
ら
は
富
士
見
櫓
と
推
定
さ
れ
る
三
重
櫓
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。
富
士
見
櫓
は
大
火
後
、
天
守
に
代
わ
る
象
徴
性
を
持
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
吹

上
・
北
の
丸
地
区
で
は
そ
の
西
側
を
回
り
込
む
半
蔵
門
か
ら
朝
鮮
馬
場
に
至
る
道
筋

が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
城
内
最
深
部
に
あ
る
文
字
表
記
は

｢

西
之
御
丸｣

ひ
と
つ
で
、

葵
紋
と
と
も
に
西
上
に
表
記
し
、
大
手
位
置
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｄ
群
で
は
各
門
の
絵
姿
を
描
く
一
方
、
枡
形
は
ま
っ
た
く
表
現
し
て
い
な
い
。
描

か
れ
た
門
の
形
成
す
る
最
も
内
側
の
ラ
イ
ン
は
、
竹
橋
・
半
蔵
・
桜
田
・
馬
場
先
・

和
田
倉
・
常
盤
橋
・
神
田
橋
・
一
橋
各
門
で
あ
り
、
最
も
内
側
の
堀
は
田
安
門
・
清

水
門
・
雉
子
橋
・
一
橋
・
神
田
橋
・
常
盤
橋
・
道
三
橋
・
和
田
倉
門
・
馬
場
先
門
・

外
桜
田
門
・
半
蔵
門
を
結
ぶ
線
で
あ
る
。
内
郭
部
の
大
名
屋
敷
地
区
も
こ
の
堀
の
ラ

イ
ン
内
に
含
ま
れ
て
い
て
、
大
名
屋
敷
地
区
と
接
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
平

川
・
大
手
・
内
桜
田
・
坂
下
・
西
丸
大
手
各
門
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、

描
写
内
容
と
量
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
本
丸
・
西
の
丸
な
ど
の
城
内
最
深
部
↓
吹

上
・
北
の
丸
↓
内
郭
の
大
名
屋
敷
地
区
と
い
う
空
間
区
分
に
お
い
て
は
、
流
宣
図
と

同
様
に
な
っ
て
い
る
。

(

Ｅ
群
・
影
直
図)

影
直
は
そ
れ
ま
で
の
分
間
図
と
は
異
な
っ
て
、
江
戸
城
に
お

い
て
、
一
切
の
絵
画
的
描
写
を
廃
し
て
い
る

(

図
３
―
５)

。
本
丸
・
二
の
丸
・
西

の
丸
区
画
に
は
、
葵
紋
を
上
に
お
い
て
、｢

御
城
・
西
御
丸｣

と
い
う
文
字
を
東
を

頭
に
表
記
し
た
。
こ
れ
は
表
門
を
上
に
し
、
紋
所
・
屋
敷
名
の
順
で
表
記
す
る
と
い

う
武
家
屋
敷
一
般
の
原
則
に
準
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
群
と
は
逆
に
城
門
の
外
観

は
描
か
な
い
が
、
一
方
、
絵
図
に
描
い
た
す
べ
て
の
城
門
で
枡
形
の
平
面
形
を
表
現

し
て
い
る
。
描
か
れ
た
最
も
内
側
の
門
の
ラ
イ
ン
は
竹
橋
・
和
田
倉
・
馬
場
先
・
外

桜
田
・
半
蔵
各
門
を
結
ぶ
線
で
あ
る
。
最
も
内
側
の
堀
は
田
安
門
・
清
水
門
・
雉
子

橋
・
一
橋
・
神
田
橋
・
常
盤
橋
・
道
三
橋
・
和
田
倉
門
・
馬
場
先
門
・
外
桜
田
門
・

半
蔵
門
を
結
ぶ
線
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
最
深
部
の
門
・
堀
の
選
択
に
お
い
て
は
そ
れ

ま
で
の
分
間
図
と
か
わ
ら
な
い
。
北
の
丸
は
田
安
邸
な
ど
諸
施
設
を
大
名
屋
敷
地
区

と
同
様
に
描
い
て
い
る
が
、
吹
上
は

｢

御
城｣

区
画
の
西
に
沿
っ
た
道
の
よ
う
に
細

く
表
現
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は

｢

代
官
町｣

と
い
う
文
字
を
記
し

て
い
る
。

(

Ｆ
群
・
蘭
山
図)

蘭
山
の
図
も
影
直
同
様
、
絵
画
的
描
写
が
一
切
み
ら
れ
な
い

(

図
３
―
６)

。
最
深
部
の
門
・
堀
の
描
写
は
影
直
図
を
含
む
分
間
図
系
と
同
様
の
ラ

イ
ン
を
選
択
し
て
い
る
。
城
門
の
外
観
を
描
か
ず
、
枡
形
を
描
写
し
て
い
る
点
は
影

直
図
に
似
て
い
る
。
同
様
に
吹
上
は
道
路
状
と
な
り
、
代
官
町
と
い
う
文
字
を
添
え

て
い
る
。
城
内
の
記
号
表
記
は
葵
紋
・

｢

御
城
・
西
御
丸｣

で
、
表
記
は
す
べ
て
東

上
だ
が
、
葵
紋
の
位
置
は

｢

御
城｣

の
下
に
あ
っ
て
、
当
時
の
江
戸
絵
図
で
確
立
し

て
い
た
武
家
屋
敷
表
記
原
則
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
城
内
の
う
ち
表
現
す
る
範
囲
が
変
化
し
て
い
る
点
に
注
意
し
て
お

き
た
い
。
Ａ
群
で
は
、
正
確
性
に
問
題
は
あ
れ
、
す
べ
て
の
空
間
を
描
写
し
て
い
る
。

Ｂ
群
の
道
印
図
は
本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
を
完
全
な
空
白
域
と
し
、
吹
上
は
の
ち

に
代
官
町
と
呼
ば
れ
る
武
家
屋
敷
区
画
だ
け
を
描
写
し
て
い
る
。
Ｃ
群
の
流
宣
図
は
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
空
間
を
範
囲
と
し
て
い
る
が
、
絵
画
的
描
写
に
力
点
が
置
か
れ
、
本

丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
の
区
分
と
縄
張
、
門
の
平
面
形
な
ど
は
曖
昧
に
な
る
。
Ｄ
・

Ｅ
・
Ｆ
群
の
描
写
範
囲
は
Ｂ
群
の
道
印
図
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
に
戻
っ
て
い
る
が
、
武

家
屋
敷
の
な
く
な
っ
た
吹
上
は
道
の
描
写
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

Ｃ
群
の
流
宣
図
以
降
、
御
城

(

杉
本
区
分
Ａ
地
区)

と
呼
ば
れ
る
区
域
に
お
い
て

も
吹
上
と
北
の
丸
は
一
段
外
と
見
な
さ
れ
、
最
も
内
側
で
あ
る
本
丸
・
二
の
丸
・
西

の
丸
と
は
別
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
両
者
を
分
か
つ
史
料
用
語

は
見
い
だ
し
て
い
な
い
。
そ
の
外
側
の
内
郭
部
は
、
吹
上
・
北
の
丸
地
区
と
連
続
し
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た
平
面
形
を
主
体
と
す
る
描
写
が
行
わ
れ
、
絵
図
全
体
に
お
け
る
武
家
屋
敷
地
帯
の

描
き
方
と
通
底
し
て
い
る
。
あ
え
て
い
う
な
ら
ば
、
流
宣
図
以
降
、
本
丸
・
二
の
丸
・

西
の
丸
等
の
江
戸
城
最
深
部
は
、
巨
大
だ
が
単
一
の
将
軍
屋
敷
区
画
と
し
て
認
識
さ

れ
、
他
の
区
域
と
は
切
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

３

江
戸
城
の
面
積
表
現

つ
い
で
、
小
石
川
地
域
と
同
様
の
方
法
で
、
江
戸
城
地
域
内
部
の
面
積
表
現
を
み

て
い
く
。『

江
戸
情
報
地
図』

(
吉
原
健
一
郎
・
俵
元
昭
・
中
川
恵
司
、
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
四)

に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
堀
で
取
り
囲
ま
れ
る
範
囲
に
一
辺
四
〇
〇
ｍ

で
正
方
形
メ
ッ
シ
ュ
を
設
定
し
た
。
こ
の
範
囲
は
御
城
か
ら
内
郭
・
内
曲
輪
の
大
部

分
が
含
ま
れ
る
。
杉
本
区
分
の
Ａ
〜
Ｂ
に
相
当
し
、
外
縁
部
は
わ
ず
か
に
Ｃ
の
町
屋

地
域
に
か
か
っ
て
い
る
。
メ
ッ
シ
ュ
の
区
画
数
は
三
二
で
あ
る
。
な
お
、
図
４
に
表

現
し
た
メ
ッ
シ
ュ
形
の
図
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
た
め
に
北
を
上
と
し
た
。

各
正
方
形
の
角
、
す
な
わ
ち
メ
ッ
シ
ュ
の
交
点
に
あ
た
る
地
点
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

絵
図
上
で
特
定
し
た
が
、
本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
・
吹
上
の
描
写
は
限
定
さ
れ
る

た
め
、
内
部
の
情
報
で
は
場
所
を
見
い
だ
せ
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
外
側

の
交
点
を
結
ん
で
対
応
し
た
。
こ
の
場
合
、
外
側
の
地
点
位
置
が
正
し
け
れ
ば
内
側

も
正
し
い
傾
向
と
な
る
。

ま
ず
Ａ
群
だ
が
、
調
査
期
間
の
喪
失
か
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
る
分
析
に
耐
え
う
る

画
像
デ
ー
タ
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。
概
略
の
観
察
と
し
て

は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
南
北
に
引
き
延
ば
さ
れ
た
面
積
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

(

Ｂ
群
・
道
印
図)

メ
ッ
シ
ュ
を
み
て
い
く
と
全
体
に
整
っ
た
空
間
描
写
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る

(

図
４
―
１)

。
メ
ッ
シ
ュ
図
の
左
側
、
つ
ま
り
北
の
丸
か
ら
吹
上

に
か
け
て
、
や
や
東
西
方
向
へ
の
圧
縮
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
メ
ッ
シ
ュ
の
地
区
面
積
表
現
に
お
け
る
最
大
値
／
最
小
値
は
一
・
八
三
か
ら
二
・

二
七
の
範
囲
に
あ
っ
た
。

(

Ｃ
群
・
流
宣
図)

天
守
閣
な
ど
の
絵
画
的
描
写
に
と
も
な
い
内
部
空
間
の
特
定

地
区
が
拡
大
し
て
い
る

(

図
４
―
２)

。
特
に
メ
ッ
シ
ュ
図
中
央
左
寄
り
の
本
丸
の

拡
張
が
甚
だ
し
い
。
一
方
で
は
縮
小
も
あ
り
、
全
般
に
本
丸
の
左
に
あ
る
西
の
丸
が

東
西

(

左
右)

に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
ら
に
西

(

左)

の
吹
上
地
区
も
東
西

の
圧
縮
が
目
立
っ
て
い
る
。
最
大
値
／
最
小
値
は
四
・
四
二
か
ら
四
・
四
七
で
あ
り
、

道
印
図
の
約
二
倍
と
、
い
わ
ば
安
定
し
て
歪
ん
で
い
る
。

(

Ｄ
群
・
道
印
系
分
間
図)

道
印
図
を
も
と
に
し
て
は
い
る
が
、
絵
画
的
な
描
写

が
一
部
復
活
し
、
そ
の
影
響
が
大
き
い

(

図
４
―
３)

。
特
に
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う

に
、
天
守
台
と
思
わ
れ
る
方
形
区
画
が
本
来
の
位
置
と
は
か
な
り
西
側
に
ず
れ
た
と

こ
ろ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
央
左
上
の
本
丸
を
中
心
と
す
る
メ
ッ
シ
ュ

が
そ
の
西

(

左)

の
ラ
イ
ン
を
さ
ら
に
西
に
寄
せ
た
形
状
と
な
り
、
面
積
が
異
様
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
影
響
を
う
け
て
左
手
の
西
の
丸
と
吹
上
地
区
が

東
西
に
大
き
く
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
最
大
値
／
最
小
値
は
三
・
六
七
以
上
あ
り
、
特

に
宝
暦
一
四
年
図
で
は
二
六
に
も
及
ん
だ
。
こ
れ
は
今
回
観
察
し
た
絵
図
で
最
も
歪

み
が
大
き
い
。
一
方
、
城
の
最
深
部
か
ら
東
の
方
角
に
あ
た
る
内
郭
部
の
描
写
は
安

定
し
て
い
て
、
道
印
図
に
近
い
、
方
形
の
区
画
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
印
象
を
取
り

戻
し
て
い
る
。

(

Ｅ
群
・
影
直
図)

絵
画
的
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体

に
整
っ
た
印
象
と
な
る

(

図
４
―
４)

。
道
印
図
と
比
較
し
て
も
遜
色
は
な
い
が
、

本
丸
〜
西
の
丸
が
、
流
宣
図
同
様
に
東
西
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
内

に
お
け
る
変
化
が
少
な
い
の
も
特
徴
で
、
最
大
値
／
最
小
値
は
二
・
三
五
か
ら
二
・

四
七
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
。

(

Ｆ
群
・
蘭
山
図)

メ
ッ
シ
ュ
の
形
状
は
整
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
城
内
の
情
報

に
乏
し
く
、
周
辺
部
の
正
確
性
が
反
映
し
た
結
果
で
あ
る

(

図
４
―
５)

。
最
大
値

／
最
小
値
は
一
・
九
五
と
小
さ
い
が
、
道
印
図
の
レ
ベ
ル
は
回
復
し
て
い
な
い
。

( ) 画像のなかの江戸城 (千葉)275
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図４

版本江戸絵図江戸城地区の

平面形と面積表現

4-1 1690(元禄３)年 『江戸大絵図』 (Ｂ群)

4-2 1706(宝永３)年 『宝永江戸図鑑』 (Ｃ群) 4-3 1730(享保15)年 『分間江戸大絵図』 (Ｄ群)

4-4 1788(天明８)年 『江戸分間大絵図』 (Ｅ群) 4-5 1845(弘化２)年 『天保改正御江戸大絵図』 (Ｆ群)
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絵
図
そ
れ
ぞ
れ
で
メ
ッ
シ
ュ
全
区
画
の
正
方
形
の
面
積
を
測
定
し
、
そ
の
う
え
で

絵
図
ご
と
の
全
区
画
の
平
均
値
を
一
と
し
て
、
各
区
画
の
面
積
表
現
を
み
て
い
っ
た

も
の
が
図
５
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
折
れ
線
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
区
画
の
変
化
を
示
し
て

い
る
。
線
が
上
下
に
ば
ら
つ
い
て
い
る
場
合
は
江
戸
城
地
域
の
描
写
に
お
い
て
歪
み

が
大
き
く
、
中
央
に
収
斂
し
て
い
る
絵
図
は
正
確
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

図
２
で
み
た
小
石
川
地
域
の
傾
向
と
比
較
す
る
と
、
Ｂ
群
の
道
印
図
か
ら
Ｃ
群
の

流
宣
図
に
移
行
す
る
段
階
で
小
石
川
同
様
に
空
間
表
現
の
歪
み
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
小
石
川
地
域
と
違
い
、
最
も
歪
み
が
大
き
く
な
る
の
は
、
Ｄ
群
の
道

印
系
分
間
図
で
あ
る
。
Ｅ
群
の
影
直
図
は
歪
み
が
修
整
さ
れ
、
Ｆ
群
の
蘭
山
図
は
さ

ら
に
正
確
性
を
回
復
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
Ｂ
群
以
降
の
絵
図
は
、
流
宣
図
で

絵
画
表
現
が
甚
だ
し
い
ほ
か
は
、
江
戸
城
内
部
の
区
画
な
ど
は
あ
ま
り
表
現
さ
れ
ず
、

道
路
や
堀
も
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。
城
内
部
の
文
字
情
報
は
最
多
で
も
流
宣

図
の
五
点
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
小
石
川
地
域
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
情
報
量

が
多
く
な
る
と
空
間
表
現
が
歪
む
と
い
う
関
係
は
成
立
し
て
い
な
い
。

最
後
に
、
江
戸
の
他
地
域
と
比
較
す
る
た
め
に
、
一
八
七
八

(
明
治
一
一)

年

『

実
測
東
京
全
図』

上
で
、
①
江
戸
城
、
②
日
本
橋
周
辺
、
③
小
石
川
の
三
地
域
に
、

一
片
八
町
の
正
方
形
地
区
を
設
定
し
た
。
江
戸
城
は
本
丸
・
西
丸
・
吹
上
の
大
部
分

と
二
の
丸
の
一
部
、
す
な
わ
ち

｢

御
城｣

の
大
部
分
が
入
っ
て
い
る
。
杉
本
区
分
の

Ａ
地
区
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
橋
周
辺
は
郭
内
に
お
け
る
外
郭
・
外
曲
輪
で

あ
り
、
杉
本
区
分
の
Ｃ
で
あ
る
。
こ
の
三
地
域
に
つ
い
て
、
日
本
橋
地
域
に
お
け
る

面
積
表
現
を
一
と
し
て
、
他
２
地
域
の
面
積
表
現
と
比
較
し
て
み
た
も
の
が
図
６
の

グ
ラ
フ
で
あ
る
。
以
下
、
Ａ
〜
Ｆ
群
ご
と
に
状
況
を
み
て
い
く
。

(

Ａ
群)

寛
永
期

(

一
六
二
四
〜
四
四)

の
原
図
と
さ
れ
る

『

武
州
豊
島
郡
江
戸

庄
図』

、
明
暦
大
火
直
前
の

『

新
添
江
戸
之
図』

(

一
六
五
七)

で
は
、
江
戸
城
地
区

の
日
本
橋
地
区
に
た
い
す
る
比
率
が
、
一
・
五
七
、
一
・
七
六
と
か
な
り
大
き
い
。

こ
の
段
階
で
は
、
小
石
川
地
区
は
図
の
外
に
あ
り
、
表
現
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
グ
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ラ
フ
上
の
数
値
は
一
・
〇
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
江
戸
城
は
全
体
に
南
北
方
向

に
引
き
延
ば
さ
れ
、
西
側
を
底
辺
と
す
る
台
形
状
に
な
っ
て
い
る
。

(

Ｂ
群
・
道
印
図)

元
禄
三

(

一
六
九
〇)

年
の

『

江
戸
大
絵
図』

で
は
江
戸
城

一
・
一
七
、
小
石
川
〇
・
九
六
と
正
保
江
戸
図
を
上
回
る
正
確
性
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
三
地
域
と
も
正
方
形
に
近
い
。

(

Ｃ
群
・
流
宣
図)
宝
永
三

(

一
七
〇
六)

年

『

宝
永
江
戸
図
鑑』

で
は
、
江
戸

城
〇
・
六
二
に
対
し
て
、
小
石
川
は
一
・
九
一
と
三
倍
以
上
の
面
積
で
描
写
し
て
い

る
。
こ
れ
は
流
宣
の

｢

分
道｣
の
作
図
法
、
す
な
わ
ち
道
の
分
岐
を
重
視
し
て
、
外

へ
外
へ
と
道
の
変
化
を
追
い
か
け
て
い
く
よ
う
な
方
法
が
影
響
し
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
特
に
小
石
川
御
殿
は
、
江
戸
城
に
比
較
し
て
も
大
幅
に
広
く
描
写
さ
れ
、
特

殊
な
意
識
を
感
じ
さ
せ
る
。
三
地
域
と
も
不
定
型
な
四
辺
形
に
な
っ
て
い
る
。

(

Ｄ
群
・
道
印
系
分
間
図)

享
保
一
五

(

一
七
三
〇)

年

『

分
間
江
戸
大
絵
図
全』

で
は
、
江
戸
城
一
・
一
〇
に
対
し
て
、
小
石
川
は
一
・
七
九
と
、
流
宣
図
ほ
ど
で
は

な
い
が
乖
離
が
大
き
い
。
江
戸
城
に
対
し
て
小
石
川
は
、
ほ
ぼ
一
・
五
倍
以
上
の
面

積
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
城
・
日
本
橋
は
正
方
形
に
近
い
が
、
小
石
川
地
域
は
東
西

に
引
き
延
ば
さ
れ
た
形
状
で
あ
る
。

(

Ｅ
群
・
影
直
図)

天
明
八

(

一
七
八
八)

年
の

『

江
戸
分
間
大
絵
図』
で
は
江

戸
城
〇
・
九
七
、
小
石
川
一
・
四
五
と
、
江
戸
城
は
日
本
橋
地
域
よ
り
も
小
さ
い
。

形
状
は
Ｄ
群
に
似
て
、
小
石
川
の
み
東
西
に
長
い
。

(

Ｆ
群
・
蘭
山
図)

弘
化
二

(

一
八
四
五)

年

『

天
保
改
正
御
江
戸
大
絵
図』

で

は
小
石
川
一
・
一
五
、
江
戸
城
〇
・
九
九
と
道
印
図
に
匹
敵
す
る
正
確
性
が
み
ら
れ

る
。
形
状
も
正
方
形
に
近
い
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
城
の
面
積
表
現
は
、
日
本
橋
地
域
を
一
と
し
て
、
最
も
小
さ
く

描
か
れ
た
流
宣
図
が
〇
・
六
二
、
最
も
大
き
い
Ａ
群
の

『

新
添
江
戸
之
図』

で
一
・

七
六
と
縮
小
・
拡
大
の
両
方
向
に
振
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
群
を
外
し
て
考
え
る

と
、
〇
・
六
二
か
ら
一
・
一
七
の
範
囲
で
あ
り
、
一
方
、
郭
外
の
小
石
川
地
域
は
一
・

東京大学史料編纂所研究紀要 第22号 2012年３月 ( )278

図６ 江戸絵図における小石川・日本橋・江戸城地区の面積比較 (日本橋を１とする)
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一
五
〜
一
・
九
一
と
い
う
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

５

小
括
と
課
題

こ
の
よ
う
に
版
本
江
戸
絵
図
の
江
戸
城
は
全
体
と
し
て
面
積
の
伸
び
縮
み
が
著
し

い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
八
世
紀
後
半
か
ら
は
縮
小
傾
向
が
定
着
し
た
観
が
あ

る
。
一
方
、
小
石
川
地
域
は
実
面
積
よ
り
大
き
く
描
か
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
こ

の
間
、
小
石
川
地
域
な
ど
の
江
戸
絵
図
周
縁
部
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
報
量
は
、
複
雑

な
経
緯
を
た
ど
っ
た
都
市
化
の
表
現
と
し
て
大
幅
に
増
大
し
た
が
、
江
戸
城
は
ご
く

限
ら
れ
た
情
報
を
大
き
く
表
現
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
郭
外
の
情
報
量
に

反
比
例
す
る
か
た
ち
で
、
江
戸
城
地
域
全
体
の
面
積
表
現
が
縮
小
す
る
と
い
う
構
図

が
み
ら
れ
た
。
言
い
方
を
か
え
る
と
、
江
戸
城
に
は
盛
り
込
む
べ
き
情
報
が
少
な
い

か
ら
、
そ
の
紙
面
上
面
積
を
削
っ
て
、
周
辺
部
に
付
与
し
、
都
市
周
縁
に
お
け
る
情

報
量
の
増
大
に
対
応
さ
せ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
江
戸
城
の
内
部
を
計
測
し
た
の
は
幕
用
図
に
限

ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
遠
近
道
印
は
三
井
文
庫
所
蔵
の
幕
府

製
作
絵
図
を
見
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
版
本
江
戸
絵
図
に
お
い
て
、

本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
は
平
面
形
の
情
報
と
し
て
は
大
き
い
空
白
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
内
部
の
絵
画
的
描
写
が
た
や
す
く
影
響
を
与
え
、
空
間
の
伸
び
縮
み
が
激
し

く
な
っ
た
と
い
え
る
。

版
本
江
戸
絵
図
に
お
け
る
江
戸
城
の
描
写
は
、
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
、
実
見
し

た
と
い
う
経
験
に
基
盤
を
お
い
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
Ｄ
群
の
道
印
系
分

間
図
以
降
、
城
内
西
端
に
描
か
れ
る
道
筋

(

代
官
町
通
り)

は
山
王
祭
行
列
巡
行
路

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
道
筋
か
ら
は
天
守
台
・
富
士
見
櫓
は
実
見
で
き
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
群
の
流
宣
図
に
お
い
て
、
半
蔵
門
の
平
面
形
の
み
描
写
さ
れ
る
の
も
、
祭
礼
に
お

け
る
通
行
経
験
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
城
内
部
の
表
現
で
、

本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
な
ど
の
最
深
部
と
、
吹
上
・
北
の
丸
の
区
画
を
区
別
し
て

認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
者
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
な
い
、
情

報
的
に
空
白
で
か
ま
わ
な
い
空
間
で
あ
り
、
後
者
は
祭
礼
時
な
ど
に
限
定
さ
れ
て
は

い
て
も
実
見
す
る
機
会
の
あ
る
、
し
た
が
っ
て
少
し
は
情
報
を
把
握
す
べ
き
空
間
と

し
て
、
分
か
た
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

版
本
江
戸
絵
図
に
現
れ
て
い
る
江
戸
城
に
た
い
す
る
認
識
の
変
化
は
、
関
心
の
後

退
、
一
般
化
、
実
用
性
の
卓
越
が
基
本
的
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
Ａ
群
で
は
内
部
情
報

を
含
む
景
観
が
描
か
れ
る
が
、
Ｂ
群
の
道
印
図
は
外
回
り
の
平
面
形
を
示
す
の
み
で

あ
る
。
一
方
、
道
印
と
対
抗
し
た
Ｃ
群
の
流
宣
は
城
内
を
絵
画
的
に
表
現
す
る
も
の

の
、
そ
れ
は
存
在
し
な
い
天
守
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
、
多
分
に
象
徴
的
で
観
念
的

で
あ
っ
た
。
Ｄ
群
の
道
印
系
分
間
図
は
空
間
表
現
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
つ
つ
も
、
実

際
に
接
す
る
外
観
を
描
く
努
力
が
行
わ
れ
た
。
Ｅ
群
の
影
直
図
と
Ｆ
群
の
蘭
山
図
は
、

い
わ
ば
最
大
の
武
家
屋
敷
と
し
て
一
般
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う

(

�)

。

今
後
の
研
究
で
は
、
①
名
所
記
な
ど
版
本
絵
画
に
お
け
る
認
識
と
の
連
動
、
②
幕

府
側
の
意
識
変
化
お
よ
び
政
策
と
の
関
わ
り
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

寛
文
二

(

一
六
六
二)

年
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
浅
井
了
意

『

江
戸
名
所
記』

で

は
、
代
表
的
な
名
所
と
し
て
見
開
き
の
江
戸
城
が
描
か
れ
る
。
そ
の
中
心
は
焼
失
し
、

再
建
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
天
守
閣
が
そ
び
え
る
。
こ
こ
に
は
石
川
流
宣
の
江
戸

絵
図
と
類
似
し
た
心
性
が
感
じ
ら
れ
よ
う

(

�)

。
そ
こ
か
ら
百
六
十
年
を
経
て
、
天
保
五

(
一
八
三
四)

年
に
刊
行
が
始
ま
る
江
戸
古
町
名
主
、
斎
藤
家
三
代
の

『

江
戸
名
所

図
会』

に
お
い
て
は
、
江
戸
城
は
駿
河
町
図
一
点
に
の
み
、
町
屋
の
背
景
と
し
て
、

は
る
か
彼
方
に
描
写
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
版
本
の
世
界
に
お
い
て
、
江

戸
城
は
一
七
世
期
後
半
で
は
現
実
を
逸
し
て
強
調
さ
れ
、
一
九
世
紀
は
じ
め
に
は
存

在
感
が
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
は
木
版
印
刷
物
を
博

捜
し
、
全
般
の
動
向
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
こ
の
動
き
は
幕
府
側
の
意
識
に
誘
導
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
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る
。
史
料
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
明
暦
大
火
後
の
天
守
閣
再
建
問
題
に
つ
い
て
、

も
は
や
天
守
閣
に
よ
っ
て
武
威
を
示
す
必
要
は
な
い
と
い
う
幕
府
中
枢
の
見
解
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
元
禄
期
以
降
、
江
戸
城
周
辺
の
立
ち
入
り
規
制
な
ど
、
同
心
円
状
の

空
間
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
き
、.

享
保
六

(

一
七
二
一)

年

｢

門
番
心
得｣

で
は
、

三
重
の
同
心
円
に
よ
る
段
階
的
警
備
が
制
度
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
翌
享
保
七
年
、

出
版
物
に
お
い
て
将
軍
関
係
に
一
切
触
れ
て
は
な
ら
な
い
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

許
可
を
得
よ
と
す
る
と
す
る
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

す
な
わ
ち
、
石
川
流
宣
が
製
図
し
、『

江
戸
名
所
記』

が
刊
行
さ
れ
た
時
期
、
幕

府
は
城
を
見
せ
た
い
と
い
う
意
識
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
段
階
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

出
版
者
に
と
っ
て
、
ま
た
版
本
の
購
買
者
に
と
っ
て
、
江
戸
城
は
江
戸
を
代
表
す
る

名
所
で
あ
り
、｢

見
る
べ
き
城｣

で
あ
る
と
い
う
意
識
の
ず
れ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。金

丸
影
直
が
製
図
し
、『

江
戸
名
所
図
会』

が
準
備
さ
れ
た
段
階
で
は
、
幕
府
に

と
っ
て
江
戸
城
は
都
市
民
か
ら
さ
ら
に
隔
て
、
隠
す
べ
き
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
一

方
、
ご
く
ふ
つ
う
の
生
活
者
に
と
っ
て
は
通
常
、
意
識
し
な
い
存
在
で
あ
り
、
名
所

で
も
な
い
と
い
う
状
況
に
至
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
戸
城
を
見
せ
な

く
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
幕
府
と
都
市
民
と
は
一
見
、
同
じ
方
向
に
み
え
る
が
、

本
質
的
に
は
異
質
な
意
識
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
江
戸
城
を
、
将
軍
の
権
威
を
高

め
、
隔
て
ら
れ
た
存
在
／
空
間
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
幕
府
側
政
策
と
、
文
化
的

動
向
と
の
絡
み
合
い
は
さ
ら
に
実
態
を
解
明
し
て
、
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

[

注]

(

�)

こ
の
稿
は
二
〇
一
〇
年
九
月
一
一
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告

を
も
と
と
し
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
い
く
つ
か
気
づ
い
て
い
た
課
題
を
示
し

た
ほ
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
や
会
場
か
ら
、
貴
重
な
ご
質
問
や
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。
本

来
は
そ
れ
ら
に
お
答
え
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
が
、
三
月
一
一
日
以
降
の
状
況

の
変
化
か
ら
、
予
定
し
て
い
た
調
査
を
断
念
し
、
ま
た
近
年
の
絵
図
研
究
を
博
捜
で

き
て
い
な
い
。
本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
に
わ
ず
か
に
手
を
入
れ
て
、
文
章
化
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

(

�)

拙
論

｢

江
戸
絵
図
の
論
理
―
江
戸
大
絵
図
小
石
川
地
域
の
分
析
か
ら
―｣

吉
田
伸

之
ほ
か
編

『

江
戸
の
広
場』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年)

ほ
か
。

(

�)

江
戸
の
都
市
境
界
を
主
と
す
る
制
度
・
認
識
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
著

『

江
戸

名
所
図
会
の
世
界
―
巨
大
都
市
の
自
画
像
―』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年)

第
四

章
で
詳
し
い
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

(

�)

加
藤
貴

｢

寛
永
江
戸
図
の
再
検
討｣

(
『

日
本
史
攷
究』

第
二
四
号
、
一
九
九
八
年)

。

(

�)

飯
田
龍
一
・
俵
元
昭

『

江
戸
図
の
歴
史』

(

築
地
書
館
、
一
九
八
八
年)

(

�)

深
井
甚
三

『

図
翁
遠
近
道
印』

(

桂
書
房
、
一
九
九
〇
年)

(

	)

秋
岡
武
次
郎

｢

寛
文
五
枚
図
解
説
書｣

(
『

復
刻
版
寛
文
五
枚
図』

芳
賀
書
店
、

一
九
七
〇
年)

。
な
お
三
井
文
庫
の
絵
図
は
実
見
し
て
い
な
い
。

(


)

拙
稿
二
〇
〇
五
に
よ
る
。
一
八
七
八

(

明
治
一
一)

年

『

東
京
実
測
全
図』

の
小

石
川
地
域
を
一
辺
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
区
画
に
区
分
し
、
各
絵
図
上
で
そ
れ

ぞ
れ
の
区
画
を
表
現
し
て
い
る
紙
上
面
積
を
測
定
し
た
。
区
画
別
数
値
の
絵
図
ご
と

の
最
大
値
を
最
小
値
で
除
し
て
い
き
、
そ
の
数
値
を
グ
ラ
フ
に
ゆ
が
み
の
度
合
い
と

し
て
表
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
正
確
な
描
写
と
の
乖
離
が
甚
だ
し
い

と
み
な
せ
る
。

(

�)

た
だ
し
、
こ
の
変
化
は
絵
図
の
受
容
層

(

利
用
者)

の
交
替
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。
絵
画
一
般
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
世
中
期
ま
で
は
大
名
を
含
む
武
家
が
主

要
な
購
買
層
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
飯
田
・
俵
前
掲
書
で
は
、
元

禄
期
の

｢

槍
印
絵
図｣

は
大
名
間
の
路
上
儀
礼
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。
Ａ
群
の
絵
図
に
お
い
て
縄
張
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
大
名
た
ち
の
必
要
に
沿
っ

て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

(

�)
詳
し
く
は
拙
著

『

江
戸
城
が
消
え
て
い
く
―
江
戸
名
所
図
会
の
到
達
点
―』

(

吉
川

弘
文
館
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

�)

と
は
い
え
、
こ
れ
以
後
も
城
門
は
描
か
れ
つ
づ
け
て
お
り
、
影
直
が
城
門
の
外
観

を
描
写
し
な
い
の
は
意
図
的
な
選
択
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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